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今月の主な記事
住 民 の 動 き

平成２１年９月末現在（ ）内は前月比

１５歳未満 ５，３８１人（－５）

６５歳以上 ５，３３４人（＋２４）

平均年齢 ４０．７３歳

人 口 ３３，１８８人（－２６）

男 １５，９７２人（－２２）

女 １７，２１６人（－４）

世帯数 １２，０６５戸（－１１）

平成２１年１０月１５日 発行
編集・発行
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◆
平
成
２１
年
度
藍
住
町
一
般
会
計
補
正
予
算

の
先
決
処
分
に
対
す
る
承
認
（
歳
入
歳
出
と

も
に
７
千
６
百
万
円
増
額
し
、
予
算
総
額
を

８６
億
８
千
３
百
万
円
と
す
る
）

◆
平
成
２０
年
度
藍
住
町
一
般
会
計
の
決
算

（
別
記
報
告
）

◆
平
成
２０
年
度
藍
住
町
特
別
会
計
（
国
民
健

康
保
険
事
業
）
の
決
算
（
別
記
報
告
）

◆
平
成
２０
年
度
藍
住
町
特
別
会
計
（
老
人
保

健
事
業
）
の
決
算
（
別
記
報
告
）

◆
平
成
２０
年
度
藍
住
町
特
別
会
計
（
介
護
保

険
事
業
）
の
決
算
（
別
記
報
告
）

◆
平
成
２０
年
度
藍
住
町
特
別
会
計
（
介
護
サ

ー
ビ
ス
事
業
）
の
決
算
（
別
記
報
告
）

◆
平
成
２０
年
度
藍
住
町
特
別
会
計
（
後
期
高

齢
者
医
療
事
業
）
の
決
算
（
別
記
報
告
）

◆
平
成
２０
年
度
藍
住
町
特
別
会
計
（
藍
寿
苑

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
）の
決
算（
別
記
報
告
）

◆
平
成
２０
年
度
藍
住
町
特
別
会
計
（
水
道
事

業
）
の
決
算
（
別
記
報
告
）

◆
平
成
２０
年
度
藍
住
町
特
別
会
計
（
下
水
道

事
業
）
の
決
算
（
別
記
報
告
）

◆
平
成
２１
年
度
藍
住
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
歳
入
歳
出
と
も
に
５
億
５
千
万
円
増
額
し
、

予
算
総
額
を
９２
億
３
千
３
百
万
円
と
す
る
）

◆
平
成
２１
年
度
藍
住
町
特
別
会
計
（
国
民
健

康
保
険
事
業
）
補
正
予
算
（
歳
入
歳
出
と
も

に
１
億
１
千
４
百
８
万
８
千
円
増
額
し
、
予

算
総
額
を
２８
億
４
千
３
百
３１
万
２
千
円
と
す

る
）

◆
平
成
２１
年
度
藍
住
町
特
別
会
計
（
後
期
高

齢
者
医
療
事
業
）
補
正
予
算
（
歳
入
歳
出
と

も
に
４
百
１１
万
円
増
額
し
、
予
算
総
額
を
１

億
９
千
２
百
４５
万
円
と
す
る
）

◆
平
成
２１
年
度
藍
住
町
特
別
会
計
（
下
水
道

事
業
）
補
正
予
算
（
歳
入
歳
出
と
も
に
３
千

百
５０
万
円
増
額
し
、
予
算
総
額
を
５
億
４
千

３
百
５０
万
円
と
す
る
）

◆
藍
住
町
乳
幼
児
等
医
療
費
助
成
条
例
の
一

部
改
正
（
対
象
年
齢
を
現
在
の
７
歳
未
満
か

ら
小
学
３
年
生
ま
で
拡
大
す
る
と
と
も
に
、

所
得
制
限
を
廃
止
）

◆
藍
住
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
（
出
産
育
児
一
時
金
等
の
支
給
を

本
年
１０
月
１
日
か
ら
平
成
２３
年
３
月
３１
日
ま

で
の
出
産
に
つ
い
て
の
暫
定
措
置
と
し
て
、

４
万
円
引
き
上
げ
）

◆
藍
住
町
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

◆
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
等

の
一
部
改
正

◆
藍
住
町
企
業
立
地
の
促
進
等
に
よ
る
地
域

に
お
け
る
産
業
集
積
の
形
成
及
び
活
性
化
に

関
す
る
法
律
第
１０
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ

く
準
則
を
定
め
る
条
例
の
制
定

◆
藍
住
町
土
地
開
発
公
社
定
款
の
変
更

◆
町
道
路
線
の
認
定

◆
町
道
路
線
の
変
更

＜

報
告＞

◆
藍
住
町
土
地
開
発
公
社
の
経
営
状
況
を
説

明
す
る
書
類
の
提
出
に
つ
い
て

◆
平
成
２０
年
度
財
政
健
全
化
判
断
比
率
の
報

告
に
つ
い
て

◆
平
成
２０
年
度
水
道
事
業
会
計
資
金
不
足
比

率
の
報
告
に
つ
い
て

◆
平
成
２０
年
度
下
水
道
事
業
会
計
資
金
不
足

比
率
の
報
告
に
つ
い
て

以
上
町
長
提
案

１４
日

一
般
質
問

小
川
幸
英
議
員
、
永
浜
茂
樹
議
員
、
喜
田

敏
夫
議
員
、
西
岡
恵
子
議
員
、
小
西
浩
昭
議

員
、
西
川
良
夫
議
員
、
林
茂
議
員
の
７
氏
が

登
壇
、
行
政
全
般
に
関
す
る
質
問
を
行
い
ま

し
た
。
（
一
般
質
問
の
内
容
は
１１
月
発
行
予

定
の
「
議
会
だ
よ
り
」
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

１８
日

上
程
議
案
等

◆
藍
住
町
教
育
委
員
会
委
員
任
命
の
同
意
に

つ
い
て

再
任

奥
村

康
人

氏

５５
歳

奥

野
字
前
川

任
期
は
、
平
成
２１
年
１０
月
１
日
〜
平
成
２５

年
９
月
３０
日

◆
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
選
任
の

同
意
に
つ
い
て

再
任

住
田

義
典

氏

７５
歳

住

吉
字
藤
ノ
木

任
期
は
、
平
成
２１
年
１０
月
１
日
〜
平
成
２４

年
９
月
３０
日

◆
閉
会
中
の
継
続
審
査
申
出
書

９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

平成２１年第３回藍

住町議会定例会は９

月７日開会し、町長

提案の２４議案を原案

どおり可決し、１８日

に閉会しました。

広報あいずみ■ №７８５ ２
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平成２０年度まちの台所

一一般般会会計計 歳歳入入 歳歳出出 決決算算報報告告
歳出 ８３億５，１１３万円歳入 ８６億２，６５６万円

実質収支に関する調書
平成２０年度の一般会計決算がまとまり、平成２１年第３回

藍住町定例議会において審議され、９月１８日に原案どおり

認定されましたので、その概要を報告（公表）します。

歳入、歳出差引額は、２億７，５４３万円であり、実質収支

は翌年度への繰越額５，１４８万円を除いた２億２，３９５万円です。

この額の１０％２，２３０万円を財政調整基金に積立をし、２

億１６５万円を平成２１年度へ繰越しました。

一一般般会会計計歳歳入入

町税の内訳
町民１人当たりの町税負担額（１１８，４７９円）

地方交付税 １３億６，０２４万円

地方公共団体の財政需要に即した必要な財源を確保するた
めに、国民の負担する税を国と地方公共団体がそれぞれの財
政需要によって配分することにより地方公共団体の財源の均
衡化と財源の保障を行う制度

地 方 債 ６億７，０７０万円

事業を行おうとする際、また財源不足をきたす場合、とく
に一時に多額の資金を要するとき、これを特殊の機関によっ
て調達し、一定の約束のもとに将来、税その他の収入をもっ
て返済する義務を負うものをいう。地方債の機能として、財
政支出と財政収入の年度間調整、住民負担の世代間の調整、
国の経済政策との調整等もある。

分担金及び負担金 ３億６，０９２万円

給食負担金、保育所運営費負担金、老人保護措置費入所者
負担金及び市町村負担金、身体障害者更生援護施設入所者負
担金等

県支出金 ４億５，４７４万円

地方団体の支出する特定の経費に対して県の負担する支出
金（県を通じて支出される国庫支出金も含まれる）

繰入金 ６０３万円

特別会計からの繰入金と基金からの繰入金

繰越金 ３億２，８６６万円

国庫支出金 ６億２，８９９万円

地方団体の支出する特定の経費に対して国の負担する支出金。

地方消費税交付金 ２億４，７３９万円

消費譲与税に代えて創設され、都道府県間で精算を行った
額の２分の１を、各市町村に対し一定の基準に応じて、県よ
り交付される

地方譲与税 １億１，７７７万円

地方税収入の１つで、もともと国税として徴収され地方公
共団体に譲与される。
■自動車重量譲与税 ８，９１３万円
■地方道路譲与税 ２，８６４万円

金 額
８，６２６，５６３，３７３円
８，３５１，１３４，３３０円
２７５，４２９，０４３円

０円
５１，４８３，５３２円

０円
５１，４８３，５３２円
２２３，９４５，５１１円
２２，３００，０００円

区 分
歳 入 総 額
歳 出 総 額
歳 入 歳 出 差 引 額

（１） 継続費逓次繰越額
（２） 繰越明許費繰越額
（３） 事故繰越し繰越額

計
実 質 収 支 額

実質収支のうち地方自治法第２３３条の２の規定による基金繰入額

翌年度へ繰越
すべき財源

軽自動車税 …６，８１９万円

町たばこ税……１億９，９６６万円

町民税 …１８億４，９９６万円

固定資産税 ……１７億９，５９１万円

１人当たり２，０６４円

１人当たり６，０４４円１人当たり５４，３６７円

１人当たり５６，００４円

３ №７８５■ 広報あいずみ



地方特例交付金 ５，６７６万円

恒久的な減税に伴う減収の一部を補てんするための減税補
てん特例交付金、並びに、児童手当の制度拡充が行われたこ
とから、これに伴う地方負担の増加に対応するため創設され
た児童手当特例交付金で構成され、国より交付される

使用料及び手数料 ２億６，８９５万円

住宅使用料、幼稚園授業料、福祉センター・女性センター
使用料、戸籍・事務・税務手数料、督促手数料等

利子割交付金 ２，６８３万円

利子割額に相当する額の５分の３を、各市町村にかかる個
人県民税収入額の割合に応じて、県より交付される

その他 １億８，４８６万円

■自動車取得税交付金 ３，８８８万円
県税の目的税として、道路に関する費用に充てるために

創設されたもので、市町村には税額の１００分の９５の７０％相
当額が交付される
■配当割交付金 ７９５万円
株式等の配当等に課税される配当割について、その３分

の２相当額が交付される
■株式等譲渡所得割交付金 ３１８万円
株式等譲渡所得等に課税される株式等譲渡所得割につい

て、その３分の２相当額が交付される
■交通安全対策特別交付金 ４７４万円
■寄付金 ３１８万円
■財産収入 １，７６５万円
■諸収入 １億 ９２７万円

一一般般会会計計歳歳出出

町民１人あたりの決算額

民 生 費 ２２億３，４４１万円

町民が一定の水準の生活と安定した社会生活を保障するの
に必要な経費であり、具体的には社会福祉、身体障害者福祉、
高齢者福祉、児童福祉、災害救助関係の経費
■社会福祉費 ４億４，３４８万円
■老人福祉費 ３億７，２９０万円
■障害者福祉費 ３億６，３３７万円
■児童福祉費 １０億 ２４７万円
■国民年金事務取扱費 １，６５５万円
■災害救助費 －円
■住民福祉費 １，１１９万円
■在宅福祉事業費 ２１８万円

衛 生 費 １３億４，５８８万円

町民が健康にして衛生的な生活環境を保持するための経費
で具体的には保健衛生、ごみ、し尿の処理にかかる経費、公
害対策費等
■保健衛生費 ２億２，４０５万円
■清掃費 １１億２，１８３万円
■公害対策費 －万円

公 債 費 １１億７，７１５万円

町が２０年度までに借入れた公債（地方債）の元金、利子及
び償還手数料

教 育 費 １４億７，２８６万円

教育委員会、小・中学校、社会教育等すべての教育関係の
費用
■教育総務費 １億１，０８６万円
■小学校費 １億９，５２５万円
■中学校費 ７，９０５万円
■幼稚園費 ３億 ８２８万円
■社会教育費 １億４，４４２万円
■文化費 ２億３，１４０万円
■体力づくり費 ２，５５９万円
■学校給食費 ３億７，８０１万円

総 務 費 ８億 ９９１万円

行政の管理業務、企画調整業務、財政・財務管理に要する
経費、戸籍、統計、広報、徴税、選挙、交通安全等に要する
経費

●総務費…２４，５１８円

●衛生費…４０，７４３円

●諸支出金…３，１８０円

●民生費…６７，６４２円

●農林水産業費 …２，３６０円

●商工費 ……２７５円

●土木費…１８，５０５円

●教育費…４４，５８７円

●労働費 ……４２５円●議会費 …２，８０２円●公債費…３５，６３６円●消防費…１２，１３８円

広報あいずみ■ №７８５ ４
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���������������������������������������������主主なな財財政政指指数数等等（（平平成成２２００年年度度普普通通会会計計決決算算））■■歳歳出出のの性性質質別別内内訳訳（（平平成成２２００年年度度普普通通会会計計決決算算））

平平成成２２１１年年度度藍藍住住町町職職員員等等のの給給料料（（報報酬酬））ににつついいてて

■総務管理費 ５億４，６７１万円
■徴税費 ２億１，１３９万円
■戸籍住民基本台帳費 ４，８０８万円
■選挙費 １４８万円
■統計調査費 １４１万円
■監査委員費 ８３万円

農林水産業費 ７，７９５万円

農業委員会費、農業対策の事務の組織等の一般的行政経費、
農業振興指導に関する事項で生産及び出荷対策、農業土木、
農業構造改善、畜産振興等の経費

消 防 費 ４億 ９５万円

松茂町、北島町、藍住町が組織する板野東部消防組合の負
担金の他、消防施設や災害対策の経費

土 木 費 ６億１，１２６万円

土木関係人件費、土木共通事務等に要する経費並びに道路
橋梁費、河川費、都市計画費、災害土木関連費等
■土木管理費 ９，０２５万円
■道路橋梁費 １億５，４９７万円
■河川費 １，２５２万円

■都市計画費 ２億９，４６４万円
■住宅費 ５，８８８万円

議 会 費 ９，２５７万円

議会活動に要する経費で、主に議員の報酬及び費用弁償、
委員会の運営費及び分担金等

労 働 費 １，４０５万円

労働者のための各種施設（勤労女性センター、勤労青少年
ホーム）の管理に要する経費、各種講座等経費

商 工 費 ９０９万円

商工業の振興、その他観光事業等の経費

諸支出金 １億 ５０５万円

事業目的の積立金や定額の資金を運用する目的の積立金等

※町民１人当りの町税及び支出は平成２０年４月１日現在の
人口３３，０３３人によります

※表示金額未満の端数処理の都合で、各項目の額と総額が
一致しない場合があります

平平成成２２１１年年度度部部門門別別職職員員数数のの状状況況

６月期は平成２１年５月１日付人事院勧告により
平成２１年５月２９日に改正された割合です

※財政危機の応急対策として上記給料（報酬）月額から町長７％、副町
長５％教育長５％を減額支給しています。（ ）内は減額後の額

職員の平均年齢
一般行政職 ４４．７歳 技能労働職 ４９．８歳
初任給基準（一般行政職）
大卒 １７２，２００円 短大卒 １５２，８００円 高校卒 １４０，１００円 （教育長を含む）

投資的経費１４．２％

義務的経費
４６．７％

その他の経費
３９．１％

１１億８，９２３万円

１９億５，９１４万円

７億６，２８４万円

１１億７，７１５万円

１６億９，９５４万円

４，０７２万円

６億３，３１５万円

１億２，４８８万円

５１９万円

７億５，９２９万円

投資的経費（普通建設事業費）

人 件 費

扶 助 費

公 債 費

物 件 費

維 持 補 修 費

補 助 費 等

積 立 金

投資・出資及び貸付金

繰 出 金

８８．９％

１３．４％

９．９％

０．７４１

５９億２，２８９万円

２７億３，８０３万円

６８億１，００２万円

経常的な経費のために、経常的な一般財源
がどれだけ充用されたかを示す比率です。こ
の比率が低い団体の財政構造は、弾力性があ
ると考えられ、普通７０～８０％が標準的とされ
ています。

標準的な状態で通常収入されるであろう経
常的な一般財源総額に占める公債費（借入金
の元金と利子の支払いに要する経費）の一般
財源所用額の比率です。この比率が高い団体
については公債費の増加に歯止めをかけ財政
構造の健全性を確保する必要があります。

平成１８年４月に地方債制度が許可制度から
協議制度に移行したことに伴い導入された指
標であり、公債費による財政負担の程度を示
すもの。従来の起債制限比率に公営企業（特
別会計）の公債費への繰出金、一部事務組合
の公債費負担金等の公債費類似経費を参入し
ている、この比率が１８％以上の団体は、引き
続き県の許可が必要となる。

基準財政需要額（その地方公共団体が合理
的かつ妥当な水準の行政を行い、又は施設を
維持するために必要な財政需要の額）に対す
る、基準財政収入額（その地方公共団体が通
常標準的に徴収し得るであろうと考えられる
税収入の７５％と地方譲与税の合計額）の割合
で、通常３か年度の平均値を使用し、地方公
共団体の財政力の強弱を示す指標として用い
られます。

その地方公共団体の標準的な状態で通常収
入されるであろう経常的な一般財源の規模を
表します。これは、標準的な行政活動を行う
ために必要な経常的な一般財源の総量を示す
ものですので、財政分析や財政運営の指標の
算出のために利用されることが多くあります。

経常収支比率

公債費比率

実質公債費比率

財政力指数

標準財政規模

積立金現在高

地方債残高

期末・勤勉手当
（＊は、期末手当のみ）

計

３．１５月

３．１５月

３．１５月

３．１５月

３．１５月

３．１５月

４．３０月

１２月

１．７０月

１．７０月

１．７０月

１．７０月

１．７０月

１．７０月

２．３５月

６月

１．４５月

１．４５月

１．４５月

１．４５月

１．４５月

１．４５月

１．９５月

給料（報酬）
月 額
（円）

７９３，０００（７３７，４９０）

６３４，４００（６０２，６８０）

５８６，８００（５５７，４６０）

３３３，０００

２７７，５００

２２２，０００

３３６，１００（平均）

特別職定員数
及び職員数
（人）

１

２

１

１

１

１４

２７４

区 分

＊町 長

＊副町長

＊教育長

＊議 長

＊副議長

＊議員職員

職 員
対前年
増減数

△２

△４

５

△１

職員数（人）

平成２１年度

１６９

６２

４４

２７５

平成２０年度

１７１

６６

３９

２７６

区 分

一 般 行 政 部 門

教 育 関 係 部 門

水道・藍寿苑他特別会計部門

合 計
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平平成成２２００年年度度 特特別別会会計計決決算算状状況況
国民健康保険事業

実質収支に関する調書

平成２０年度１人当たりの医療費（近隣町村との比較） （単位：円・％）

老 人 保 健 事 業

実質収支に関する調書

介 護 保 険 事 業 平成２０年度１人当たりの介護給付費

実質収支に関する調書

対前年度比
１１０．８９
８９．４５
－

県下平均

３３０，１２１
３９９，２１３
８０４，５２８

対前年度比
１０６．７１
１３２．２１

－

C 町

２８５，４６１
６００，１９６
８１０，４５２

対前年度比
１２９．０４
９２．０４
－

B 町

２９７，４８１
４１５，３０７
８８１，３９９

対前年度比
１１６．１３
８７．３９
－

A 町

３１８，４４０
３８０，５８７
７９９，９２２

対前年度比
１２６．００
８５．３３
－

藍住町

２８２，７６６
３９２，２０３
７９９，１５４

若 人
退 職 者 等
後 期 高 齢

金 額
２０５，８２７，８９６円
１７９，８６９，６０５円
２５，９５８，２９１円

０円
０円
０円
０円

２５，９５８，２９１円

０円

区 分
１．歳 入 総 額
２．歳 出 総 額
３．歳 入 歳 出 差 引 額

継続費逓次繰越額
繰越明許費繰越額
事故繰越し繰越額

計
５．実 質 収 支 額

６．実質収支のうち地方自治法第２３３
条の２の規定による基金繰入金

４．翌年度へ繰越
すべき財源

金 額
２，９３７，３１１，５７２円
２，７７５，３５４，２６５円
１６１，９５７，３０７円

０円
０円
０円
０円

１６１，９５７，３０７円

０円

区 分
１．歳 入 総 額
２．歳 出 総 額
３．歳 入 歳 出 差 引 額

継続費逓次繰越額
繰越明許費繰越額
事故繰越し繰越額

計
５．実 質 収 支 額

６．実質収支のうち地方自治法第２３３
条の２の規定による基金繰入金

４．翌年度へ繰越
すべき財源

金 額
１，７９８，０２６，６７０円
１，６６１，７２９，０５４円
１３６，２９７，６１６円

０円
０円
０円
０円

１３６，２９７，６１６円

０円

区 分
１．歳 入 総 額
２．歳 出 総 額
３．歳 入 歳 出 差 引 額

継続費逓次繰越額
繰越明許費繰越額
事故繰越し繰越額

計
５．実 質 収 支 額

６．実質収支のうち地方自治法第２３３
条の２の規定による基金繰入金

４．翌年度へ繰越
すべき財源

施設介護
３，１３３，０８０
３，３７２，５４９
３，３４４，１０９
３，１８９，０４８

居宅介護
１，３００，６６８
１，２０５，９６７
１，１５８，９８８
１，１９８，９９２

藍 住 町
A 町
B 町
C 町
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地域包括支援事業 実質収支に関する調書

藍 寿 苑 事 業 実質収支に関する調書

下 水 道 事 業 実質収支に関する調査

水 道 事 業 給水人口３３，１３４人 給水戸数１０，３６９戸 年間総配水量４，６１１，７２７t 有収率９１．９６％

２．資本的収支の内訳１．収益的収支の内訳

金 額
１１，３８２，７４１円
１１，３８２，７４１円

０円
０円
０円
０円
０円
０円

０円

区 分
１．歳 入 総 額
２．歳 出 総 額
３．歳 入 歳 出 差 引 額

継続費逓次繰越額
繰越明許費繰越額
事故繰越し繰越額

計
５．実 質 収 支 額

６．実質収支のうち地方自治法第２３３
条の２の規定による基金繰入金

４．翌年度へ繰越
すべき財源

金 額
２８４，７１７，４７６円
２７２，２１５，８６１円
１２，５０１，６１５円

０円
０円
０円
０円

１２，５０１，６１５円

０円

区 分
１．歳 入 総 額
２．歳 出 総 額
３．歳 入 歳 出 差 引 額

継続費逓次繰越額
繰越明許費繰越額
事故繰越し繰越額

計
５．実 質 収 支 額

６．実質収支のうち地方自治法第２３３
条の２の規定による基金繰入金

４．翌年度へ繰越
すべき財源

金 額
３１０，９３２，１７５円
３０５，８１９，４６５円
５，１１２，７１０円

０円
０円
０円
０円

５，１１２，７１０円

０円

区 分
１．歳 入 総 額
２．歳 出 総 額
３．歳 入 歳 出 差 引 額

継続費逓次繰越額
繰越明許費繰越額
事故繰越し繰越額

計
５．実 質 収 支 額

６．実質収支のうち地方自治法第２３３
条の２の規定による基金繰入金

４．翌年度へ繰越
すべき財源
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後期高齢者医療事業 実質収支に関する調書

平
成
１９
年
６
月
に
「
地
方
公
共
団
体
の
財

政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」
が
公
布
さ
れ

地
方
公
共
団
体
は
、
前
年
度
決
算
に
基
づ
い

た
新
し
い
財
政
指
標
（
健
全
化
判
断
比
率
・

資
金
不
足
比
率
）
を
算
定
し
、
公
表
す
る
こ

と
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
早

期
健
全
化
基
準
を
１
つ
で
も
超
え
た
地
方
公

共
団
体
は
、
財
政
健
全
化
計
画
を
定
め
自
主

的
か
つ
計
画
的
に
財
政
の
健
全
化
を
図
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
本
町
で
は
、
平
成
１９
年
度
決

算
か
ら
健
全
化
判
断
比
率
・
資
金
不
足
比
率

を
町
民
の
み
な
さ
ま
に
お
知
ら
せ
し
て
お
り

ま
す
が
、
こ
の
た
び
平
成
２０
年
度
決
算
に
よ

る
健
全
化
判
断
比
率
・
資
金
不
足
比
率
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
得

て
財
政
改
革
を
進
め
て
い
る
効
果
が
表
れ
、

前
年
度
と
同
様
に
全
て
の
指
標
に
お
い
て
基

準
を
下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

平平
成成
２２００
年年
度度
決決
算算
にに
基基
づづ
くく
健健
全全
化化
判判
断断
比比
率率
・・
資資
金金
不不
足足
比比
率率
にに
つつ
いい
てて

◎健全化判断比率

◎資金不足比率

財政用語の説明
実 質 赤 字 比 率・・一般会計における実質赤字額の標準財政規模に対

する比率。
連結実質赤字比率・・一般会計及び特別会計における実質赤字額の標準財

政規模に対する比率。
実質公債費比率・・一般会計が負担する公債費（借入金償還費）の標準

財政規模に対する比率。
将 来 負 担 比 率・・一般会計が将来負担すべき実質的な負債の標準財政

規模に対する比率。
資 金 不 足 比 率・・公営企業会計における資金不足額の事業規模に対す

る比率。
標 準 財 政 規 模・・藍住町が標準的な状態のとき、通常収入されると考

えられる経常的一般財源の規模。（標準税収入額＋
普通交付税＋地方譲与税）

戦戦
没没
者者
追追
悼悼
式式

〜〜
１１１１
月月
１１１１
日日
（（
水水
））
〜〜

平
成
２１
年
度
戦
没
者
追
悼
式
を
１１
月
１１
日

（
水
）
午
前
１０
時
か
ら
町
民
シ
ア
タ
ー
（
役

場
４
階
）
で
行
い
ま
す
。

新
し
く
藍
住
町
に
転
入
さ
れ
た
戦
没
者
遺

族
の
方
は
、
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

申
・
問
福
祉
課（

�
６
３
７
・
３
１
１
４
）

今今月月のの税税金金とと保保険険料料のの納納付付ののおお知知ららせせ
１０月は、町県民税（３期）・国民健康保険税（４期）・介護保険料（４

期）・後期高齢者医療保険料（３期）の納付月です。

普通徴収の方の納期限は、１０月２６日です。

＊後期高齢者医療保険料は１１月２日です。

口座振替をご利用の方は、前日までに口座へご入金ください。

特別徴収の方は、１０月受給の年金から天引きされます。

問 税金は税務課（�６３７・３１１７～３１１８）
保険料は健康推進課（�６３７・３１１５）

金 額
１６７，３０１，２６５円
１６４，２０５，７３２円
３，０９５，５３３円

０円
０円
０円
０円

３，０９５，５３３円

０円

区 分
１．歳 入 総 額
２．歳 出 総 額
３．歳 入 歳 出 差 引 額

継続費逓次繰越額
繰越明許費繰越額
事故繰越し繰越額

計
５．実 質 収 支 額

６．実質収支のうち地方自治法第２３３
条の２の規定による基金繰入金

４．翌年度へ繰越
すべき財源

備 考

実質黒字額
２２３，９４５千円
連結実質黒字額
１，００９，０６３千円

早期健全化基準

１４．４８％

１９．４８％

２５．０％

３５０．０％

平成２０年度

－％

－％

９．９％

２０．２％

指 標

① 実 質 赤 字 比 率

②連結実質赤字比率

③実質公債費比率

④ 将 来 負 担 比 率

備 考

資金剰余額
４３８，５６２千円
資金剰余額
５，１１３千円

経営健全化基準

２０．０％

２０．０％

平成２０年度

－％

－％

特別会計の名称

①水道事業会計

②下水道事業会計

広報あいずみ■ №７８５ ８



○
告
示
日

１１
月
１０
日
（
火
）

○
投
票
日

１１
月
１５
日
（
日
）

○
投
票
時
間

午
前
７
時
〜
午
後
８
時

○
期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票
に
つ

い
て

・
期
間

１１
月
１１
日
（
水
）

〜
１１
月
１４
日
（
土
）

・
時
間

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
８
時

・
場
所

町
緑
の
広
場
管
理
棟
１
階

○
立
候
補
予
定
者
説
明
会

町
長
選
挙

・
日
時

１０
月
２１
日
（
水
）

午
前
９
時
３０
分
か
ら

・
場
所

町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
研

修
室
（
役
場
４
階
）

町
議
会
議
員
補
欠
選
挙

・
日
時

１０
月
２１
日
（
水
）
午
後
１
時
３０

分
か
ら

・
場
所

町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
研

修
室
（
役
場
４
階
）

そ
の
他
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
１１
月
５
日

ご
ろ
発
行
予
定
の
広
報
あ
い
ず
み
選
挙
特
別

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
�
６
３
７
・
３
１
２
６
）

町町
長長
選選
挙挙
及及
びび
町町
議議
会会
議議
員員
補補
欠欠
選選
挙挙
のの

投投
票票
日日
はは
１１１１
月月
１１５５
日日
（（
日日
））
でで
すす

県
と
町
で
は
、
個
人
住
民
税
の
給
与
特
別

徴
収
制
度
の
普
及
・
拡
大
を
進
め
て
い
ま
す
。

給
与
特
別
徴
収
は
、
給
与
か
ら
住
民
税
を

天
引
き
し
て
納
入
し
て
い
た
だ
く
方
法
で
あ

り
、
地
方
税
法
で
原
則
的
方
法
と
し
て
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
給
与
特
別
徴
収
に
よ
り
、
従
業
員
の

方
に
つ
い
て
は
、
金
融
機
関
へ
納
税
に
出
か

け
る
手
間
が
省
け
、
普
通
徴
収
よ
り
も
回
数

が
多
い
た
め
、
１
回
当
た
り
の
負
担
が
少
な

く
て
す
む
等
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
の
で
、

給
与
特
別
徴
収
を
実
施
し
て
い
な
い
事
業
主

の
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
給
与
特
別
徴
収

に
移
行
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
税
務
課
（
�
６
３
７
・
３
１
１
７
）

個個
人人
住住
民民
税税
のの
給給
与与
特特
別別
徴徴
収収

町
で
は
、
臨
時
職
員
登
録
の
受
付
を
行
い

ま
す
。
登
録
さ
れ
た
方
の
中
か
ら
、
必
要
に

応
じ
て
臨
時
職
員
等
と
し
て
雇
用
し
ま
す
。

１

職
務
内
容

一
般
事
務
、
看
護
師
（
ナ
ー
ス
バ
ン
ク
含

む
）、保
育
士
、幼
稚
園
教
諭
、調
理
員
、
介
護

員
、
作
業
員（
ゴ
ミ
収
集
・
発
掘
作
業
）な
ど

２

条

件

看
護
師
、
保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭
に
つ
い

て
は
資
格
を
有
す
る
方

○
看
護
師
・
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭

原
則
と
し
て
６０
歳
未
満

○
一
般
事
務
・
調
理
員
・
介
護
員
・
作
業
員

原
則
と
し
て
６５
歳
未
満

※
藍
住
町
の
町
税
及
び
国
民
健
康
保
険
税
の

滞
納
が
な
い
こ
と

３

賃

金
〈
２１
年
度
参
考
・
日
額
〉

６
、
５
０
０
円
…
一
般
事
務
、
調
理
員
、

介
護
員
、
発
掘
作
業
員

７
、
１
０
０
円
…
保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭

８
、
６
０
０
円
…
看
護
師
、
ゴ
ミ
収
集
作

業
員

４

採
用
期
間

平
成
２２
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
２３
年
３
月

３１
日
ま
で
の
間
で
必
要
に
応
じ
て
随
時

５

登
録
方
法

市
販
の
Ａ
４
版
履
歴
書
１
通
（
写
真
貼
付

の
も
の
）
及
び
「
町
税
等
の
納
税
状
況
調
査

同
意
書
」
を
役
場
総
務
課
に
持
参
ま
た
は
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
郵
送
に
よ
る
申

し
込
み
の
場
合
は
、
封
筒
の
表
に
「
臨
時
職

員
登
録
」
と
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
看
護
師
・
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
に
つ
い

て
は
、
資
格
証
等
の
写
し
を
添
付
し
て
く
だ

さ
い
。

※
履
歴
書
に
は
、
希
望
職
種
を
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

※
「
町
税
等
の
納
税
状
況
調
査
同
意
書
」
の

様
式
は
藍
住
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

６

受
付
期
間

１０
月
１５
日
（
木
）
〜
１１
月
１３
日
（
金
）

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分
（
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
。）

７

採
用
方
法

書
類
選
考
及
び
面
接
（
採
用
す
る
場
合
の

み
連
絡
し
ま
す
。）

８

そ

の

他

・
平
成
２１
年
度
中
に
登
録
さ
れ
た
方
に
つ
い

て
も
、
希
望
さ
れ
る
場
合
は
２２
年
度
も
新
し

く
登
録
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
提
出
い
た
だ
い
た
履
歴
書
は
返
却
で
き
ま

せ
ん
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

９

お
問
い
合
わ
せ

〒
７
７
１－

１
２
９
２
藍
住
町
奥
野
字
矢
上

前
５２
番
地
１

総
務
課
（
�
６
３
７
・
３
１
１
１
）

平平
成成
２２２２
年年
度度

藍藍
住住
町町
臨臨
時時
職職
員員
募募
集集

９ №７８５■ 広報あいずみ
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出出産産育育児児一一時時金金のの支支給給額額とと支支払払いい方方法法がが変変わわりりまますす
１０月１日以降に出産される方から出産育児一時金の支給額と支払方法が変わります。

支給額 原則４２万円

ただし、産科医療補償制度に加入していない病院などで出産した場合は３９万円となります。

支給方法 直接支払制度が始まります。

原則として、医療保険者から病院などに出産育児一時金を直接支払う仕組みに変わります。

出産費用が４２万円を超える場合は、その差額分を退院時に病院などにお支払いください。

また、４２万円未満の場合は、その差額分を医療保険者に請求することができます。

直接支払を望まない場合は、出産後にご自身が医療保険者から出産育児一時金を受け取ることも可能です。

ただし、出産費用をいったんご自身でお支払いいただくことになります。

手続に関しては、ご加入の医療保険者の窓口、または出産される病院などにご確認ください。

詳しくは厚生労働省ホームページ(http : //www.mhlw.go.jp/bunya/iryouhoken/iryouhoken０９／０７‐１.html)をご参

照ください。

問 健康推進課（�６３７・３１１５）

中学１年生、高校３年生の皆さんへ

麻麻ししんん・・風風ししんん予予防防接接種種をを受受けけままししょょうう
麻しんは極めて感染力が強く、教室や体育館等の閉鎖空間で１人が発症すると同室した人たちにも感染しま

す。免疫がないと１０代でも大人でもかかります。麻しんの恐ろしさは、高熱、全身発しん等の症状の激烈さと

ともに、肺炎や脳炎等の時には死亡の一因ともなる合併症を起こす頻度が高いということです。

風しんの症状は、麻しんより軽いですが、妊娠初期にかかると、目や耳、心臓に障害を持った、先天性風し

ん症候群を患う赤ちゃんが生まれることがあります。

麻しんも風しんも、特異的な治療法はなく、ワクチンによる予防が重要です。

今年の４月にお知らせと予診表をお送りしていますが、まだ受けられていない方は、今年度中は定期接種と

して公費で受けることができますので、ぜひお受け下さい。

問 保健センター（�６９２・８６５８）

秋の全国火災予防運動

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消ええええええええええええええええええええええええええええええええええええええるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるままままままままままままままままままままままままままままままままままままままでででででででででででででででででででででででででででででででででででででで ゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火のののののののののののののののののののののののののののののののののののののの元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元 ににににににににににににににににににににににににににににににににににににににららららららららららららららららららららららららららららららららららららららめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっ子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」
１１月９日から１１月１５日まで秋の全国火災予防運動が実施されます。

これからは暖房器具を使用する季節になります。皆さんの大切な命と財産を守るため、火の元に注意しまし

ょう。

もう住宅用火災警報器を設置しましたか？
平成１８年から、すべての住宅に住宅用火災警報器の設置が義務づけられました。

火災を早期に発見することで、あなた自身はもちろんのこと、大切な家族の命と財産を守りましょう。

まだ設置がお済みでない方は、お早めに取り付けましょう。

住宅用火災警報器の種類や設置場所等のご相談は板野東部消防組合まで

問 板野東部消防組合（�６９８・０１１９）

広報あいずみ■ №７８５１０



�������������������������������������������������������������������������������������������
�������������������������������������������������������������������������������������������
�������������������������������������������������������������������������������������������
�������������������������������������������������������������������������������������������
�������������������������������������������������������������������������������������������
�������������������������������������������������������������������������������������������
�������������������������������������������������������������������������������������������
�������������������������������������������������������������������������������������������

ががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検 診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診 をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを 受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受 けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ まままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままま しししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししし ょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょ うううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううう
〈胃・肺・大腸・前立腺がん検診、肝炎ウイルス検診〉
１０月いっぱいで終了となります。まだ、検診を受けられていない方は、お早めに受診ください。
〈婦人がん検診〉
２年に１回の検診となります。対象の方は、この機会を大切にしてください。
子宮頸がん検診・・・平成２２年３月まで。
乳がん検診・・・検診機関により異なりますが、平成２２年２月まで。

＊乳がん検診の期間の延長について
働き盛りの女性に乳がんが増えていることから、検診期間を延長して実施します。

それぞれのがん検診を受ける際には、受診券が必要となります。対象者の皆さんには、６月に個人通知して
おりますが、紛失された方は、保健センター（�６９２・８６５８）にお問い合わせください。
また、国の事業として平成２１年４月１日現在で、２０歳・２５歳・３０歳・３５歳・４０歳の方については子宮頸がん
検診、４０歳・４５歳・５０歳・５５歳・６０歳の方については乳がん検診を無料で受けられるクーポン券を送付してい
ますので、期間内にご利用ください。
注）クーポン券の有効期間は、２月いっぱいとなります。

国国民民年年金金のの給給付付ににはは、、３３種種類類のの基基礎礎年年金金ががあありりまますす
受けられる額

満額７９２，１００円（平成２１年度・年額）
※４０年間（２０歳から６０歳までの全額納付の
場合）

１級 ９９０，１００円（平成２１年度・年額）
２級 ７９２，１００円（平成２１年度・年額）

生計を維持された１８歳到達年度の末日まで
（ただし、障害の状態が１・２級の子は２０
歳の誕生日の前日まで）の子がいるときは
次の額が加算されます。
２人目まで １人につき２２７，９００円
３人目から １人につき ７５，９００円

妻が受けとるとき １，０２０，０００円
（平成２１年度・年額）
（子１人分の加算額を含む）
子が受けとるとき ７９２，１００円
（平成２１年度・年額）

生計を維持された１８歳到達年度の末日まで
（ただし、障害の状態が１・２級の子は２０
歳の誕生日の前日まで）の子がいるときは
次の額が加算されます。
２人目まで １人につき２２７，９００円
３人目から １人につき ７５，９００円

受けられる条件

６５歳から一生涯支給の終身年金
原則として６５歳から受給となります。
希望により、６０歳から減額された年金の繰上げ支給や、６６歳から７０歳ま
での希望する年齢から増額された年金の繰下げ支給を請求できます。
一定の保険料を納めていることが必要です
国民年金保険料を納めた期間等や厚生年金、共済組合の加入期間を合
計して２５年間以上あることが必要です。

病気やけがで障害が残ったとき
①国民年金加入中（または加入していた方が日本国内居住の６０歳以上
６５歳未満のとき）に初診日（初めて医師の診断を受けた日）のある病
気やけがで、初診日から１年６ヵ月経過したときまたは、その期間内
に症状が固定したときに請求できます。
②２０歳になる前に初診日のある病気やけがで障害者になったとき（初
診日から１年６ヵ月後が２０歳前のときは、２０歳になったとき）に請求
できます
次の両方の条件を満たすことが必要です
①障害の等級が国民年金法による１級、２級の障害の状態であること。
※身体障害者手帳の障害等級とは異なります。
②初診日の属する月の前々月までの保険料納付期間や免除期間など
が、加入すべき期間の３分の２以上であること。（初診日が平成２８年
４月１日前の場合は、初診日の属する前々月までの直近の１年間の保
険料納付または免除が必要です。ただし、初診日において６５歳未満で
あること。）※初診日が、２０歳前のときは納付条件はありません。

一家の支えにもしものことがあったとき
国民年金に加入している方または加入していた方が死亡したときに、
その方に生計を維持されていた「子のある妻」または「子」に支給さ
れます。
※「子」とは、１８歳到達年度の末日まで（ただし、障害の状態が１・
２級の子は２０歳の誕生日の前日まで）の子をさします。そのため支給
されるのは、子が１８歳になった後の最初の３月分までです。
次の両方の条件を満たすことが必要です
①請求できる遺族（子のある妻、または子）であること。
②死亡日に属する月の前々月までの保険料納付期間や免除期間など
が、加入すべき期間の３分の２以上であること。
（死亡日が平成２８年４月１日前の場合は、死亡日の属する前々月まで
の直近の１年間の保険料納付または免除が必要です。ただし死亡日に
おいて６５歳未満であること。）

老
齢
基
礎
年
金

障
害
基
礎
年
金

遺
族
基
礎
年
金

１０月と１２月～平成２２年２月まで
※休日検診・・・１０月１８日（日）、要予約。先着５０名。

１０月～平成２２年２月まで

１１月～平成２２年２月まで

平成２２年１月～２月まで

井上医院（松茂町）

徳島県総合健診センター

徳島検診クリニック
徳島健生病院
徳島逓信病院

健康保険鳴門病院

１１ №７８５■ 広報あいずみ
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９
月
１３
日
（
日
）、第
３３
回
敬
老
の
つ
ど
い

が
町
民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
招
待
者
や
来

賓
な
ど
約
５
５
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
当

日
は
、
心
地
よ
い
秋
風
の
吹
く
、
晴
天
の
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

式
典
前
に
は
藍
住
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演

奏
、
東
小
学
校
５
・
６
年
生
児
童
に
よ
る
阿

波
踊
り
、
吟
剣
詩
舞
愛
好
会
に
よ
る
詩
舞
・

吟
詠
等
が
披
露
さ
れ
、
出
席
者
か
ら
大
き
な

拍
手
が
わ
き
お
こ
り
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
主
催
者
を
代
表
し
て
石
川
町

長
か
ら
「
高
齢
者
の
方
が
健
や
か
に
、
そ
し

て
住
み
慣
れ
た
地
域
社
会
の
中
で
安
心
し
て

生
活
で
き
る
よ
う
、
地
域
に
お
け
る
支
援
体

制
の
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
皆
様
方
の

幸
せ
を
願
い
、
ま
す
ま
す
の
ご
長
寿
を
ご
祈

念
し
ま
す
。」と
挨
拶
。
そ
の
後
、
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
婚
（
２４
組
）、金
婚
（
６６
組
）
を
迎
え
ら

れ
た
方
に
、
祝
い
状
と
記
念
品
の
贈
呈
が
行

わ
れ
、
東
小
学
校
６
年
生
の
岩
佐
史
哉
さ
ん
、

川
人
早
紀
子
さ
ん
か
ら
出
席
者
代
表
へ
花
束

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
同
小
学
校
６
年

生
の
岡
春
那
さ
ん
、川
野
真
子
さ
ん
か
ら「
皆

さ
ん
が
こ
う
し
て
元
気
で
い
て
く
だ
さ
る
お

か
げ
で
、
私
た
ち
は
勉
強
に
ス
ポ
ー
ツ
に
頑

張
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
お
元

気
で
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。」と
お
祝
い
の

言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
招
待
者
を
代
表
し
て
、
伊
藤
辰
雄

さ
ん
か
ら
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

町
内
最
高
齢
者

中
野
コ
ハ
ル
さ
ん
（
徳
命
・
明
治
４０
年
２

月
１６
日
生
ま
れ
・
１
０
２
歳
）

男
性
最
高
齢
者

四
宮
幸
男
さ
ん
（
徳
命
・
明
治
４０
年
５
月

２２
日
生
ま
れ
・
１
０
２
歳
）

※
四
宮
さ
ん
は
、
県
内
男
性
の
最
高
齢
者
で

す
。

町
内
１
０
０
歳
以
上
の
方（
９
月
１３
日
現
在
）

男
性

２
人

女
性

３
人

敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬
老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ
どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどど
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣
れれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれ
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地
域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域
でででででででででででででででででででででででででででででででで
生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活
をををををををををををををををををををををををををををををををを

町
長
挨
拶

代
表
謝
辞

花束贈呈

平
成
２２
年
１２
月
に
耐
震
構
造
の
藍
住
町

新
浄
水
場
が
完
成
予
定
で
す
。

完
成
に
伴
い
新
浄
水
場
の
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
作
成
し
ま
し
た
の
で
、

親
し
み
の
も
て
る
愛
称
を
募
集
し
ま
す
。

【
応
募
資
格
】
平
成
２１
年
１０
月
１
日
現
在

で
町
内
在
住
の
方

【
募
集
期
間
】
１０
月
１５
日
〜
１１
月
３０
日
ま

で【
応
募
方
法
】
は
が
き
に
よ
り
応
募
で
き

ま
す
。
は
が
き
１
枚
で
１
点
の
応
募
と
し

ま
す
。
は
が
き
に
①
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
愛
称

②
愛
称
の
簡
単
な
説
明

③
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
（
学

生
は
学
校
名
）
・
性
別
・
電
話
番
号
を
記

入
し
、
郵
送
又
は
ご
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

【
応
募
規
定
】
模
倣
と
み
な
さ
れ
る
場
合

は
入
選
後
で
も
、
資
格
を
取
り
消
す
場
合

が
あ
り
ま
す
。
入
選
作
品
と
な
っ
た
愛
称

作
品
の
著
作
権
、
使
用
権
は
藍
住
町
に
帰

属
し
ま
す
。
応
募
者
の
個
人
情
報
は
、
本

件
の
目
的
以
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

【
賞
】

最
優
秀
賞

１
点

（
図
書
カ
ー
ド

１

万
円
）

優
秀
賞

３
点

（
図
書
カ
ー
ド

３
千
円
）

※
同
一
作
品
が
複
数
の
場
合
は
主
催
者
側

の
抽
選
で
入
選
者
を
決
定
し
ま
す
。

申
・
問
水
道
課

（
�
６
３
７
・
３
１
３
１
）

新新
浄浄
水水
場場
ママ
スス
ココ
ッッ
トト
キキ
ャャ
ララ
クク
タタ
ーー
のの
愛愛
称称
をを
募募
集集
しし
まま
すす

必必ずずチチェェッックク 最最低低賃賃金金！！
使使用用者者もも 労労働働者者もも

徳島県最低賃金 平成２１年１０月１日から
労働者 みんなの 最賃

時間額 ６ ３ ３円

＊特定の産業には特定（産業別）最低
賃金が定められています。

問 徳島労働局労働基準部賃金室
（�６５２・９１６５）

又は最寄りの労働基準監督署まで

新浄水場のマスコット
キャラクター

広報あいずみ■ №７８５１２
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（平成２３年７月２４日までに今までのテレビ放送（地上アナログ放送）は終了します。）
総務省では、経済的な理由等で地上アナログ放送から地上デジタル放送に移行することが難しい世帯に対す

る支援を行います。
１．支援の対象となるのは？
次のいずれかに該当し、NHKの受信料が全額免除となっている世帯が対象です。
・生活保護などの公的扶助を受けている世帯
・障害者がいる世帯で、かつ世帯全員が市町村民税非課税の措置を受けている世帯
・社会福祉事業施設に入所されている方
２．受けられる支援の内容は？
・簡易なチューナーを無償で給付します（※テレビは給付しません）。
NHK受信契約ごとに１台の支給です。

・アンテナ改修等などが必要な場合は無償で工事を行います。
３．支援の申込先は？
・申込書を総務省地デジチューナー支援実施センターに送付します。
申込書は総務省地デジチューナー支援実施センターからお問い合わせに応じて送付します。また、各市区町
村およびお近くのNHKの窓口に用意している場合もあります。

４．支援受付期間
・平成２１年１０月１日～平成２１年１２月２８日（消印有効）［平成２１年度分］
５．お問い合わせ先（その他 詳しくは下記へお問い合わせください）
・地上デジタル放送受信のための支援制度について
総務省 地デジチューナー支援実施センター ０５７０・０３３８４０ （FAX）０４４・９６６・８７１９

・NHKの放送受信契約や免除に関する問い合わせ先
NHK視聴者コールセンター ０５７０・０００５８８ （FAX）０４４・８８８・４３４０

９
月
６
日
（
日
）、今
年
で
２
回
目
と
な
る

４
町
（
松
茂
町
・
北
島
町
・
藍
住
町
・
板
野

町
）
合
同
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
デ
ー
を
開
催
し
ま

し
た
。

こ
の
日
、
町
内
か
ら
は
家
族
連
れ
な
ど
約

３
５
０
人
が
訪
れ
、
熱
い
声
援
を
送
り
ま
し

た
が
、
残
念
な
が
ら
東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
に
０

対
１
で
惜
敗
し
ま
し
た
。

今
年
の
試
合
数
も
残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま

し
た
が
、
昨
年
以
上
の
成
績
を
残
し
頑
張
っ

て
い
る
徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
を
皆
さ
ん
で
応

援
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
今
回
の
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
デ
ー
を
盛

り
上
げ
る
た
め
、
町
内
の
事
業
所
や
団
体
の

皆
さ
ん
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「「
４４
町町
合合
同同
ホホ
ーー
ムム
タタ
ウウ
ンン
デデ
ーー
」」

をを
開開
催催
しし
まま
しし
たた

石川町長らによる花束贈呈セレモニー

ご協力いただいた皆さん

○ホームゲームご案内
１０月１７日（土）１４：００～
VS コンサドーレ札幌

１０月２１日（水）１９：００～
VS セレッソ大阪

１１月８日（日）１６：００～
VS サガン鳥栖

○試合会場 ポカリスエッ
トスタジアム

創作エイサー

藍染体験 ご協力ありがとうございました。

ハーフタイム抽選
会への景品提供

伝統芸能の披露

藍染体験・物産の
販売

きりむぎの試食

かねこみそ（株）

創作エイサー
藍住支部

藍住町婦人会

久次米食品

）（
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藍住町スローガン

守れ人権許すな差別本本かからら伝伝わわるるこことと、、伝伝ええたたいいこことと
６月に、内田美智子さん１）の講演を聞きました。講演は、子

どもたちに健全に育ってもらいたいという強い気持ちが伝わっ
てくる内容でした。内田さんが、講演のなかで紹介してくださ
った２冊の本を読んでみました。
その一冊「生きながら火に焼かれて」２）を読んで、国が違え

ばこんなひどいことがある。それも、現代においてもあるとい
きょう がく

うことに驚愕しました。日本では現在、家庭や社会、就業、伝
統的な慣習のなかに性別による格差や差別が見らます。しかし、
そのことで生命がおびやかされることは、ほとんどありません。
内田先生が講演のなかで、一人一人が大切な存在で、人を好き
になるのはすばらしいことだと言っておられました。その言葉の重さをこの本を読んで感じました。
国が違えば人を好きになるということ自体、死と直結するほど悪いことであるとは…。いったい、誰
が想像しえるでしょうか。しかし、それが彼女の村の現実。「生きながら火に焼かれて」の題名どお
り、実の親によって運命を決められ、焼かれた女性の話なのです。幸い命は助かり、他国で生きて何
十年も経った後、やっと自身の話ができるようになったのです。２００４年には来日もされたようです。
もう一冊は「生かされて」３）。政情が変わり、今まで仲良く暮らしていた隣人から、民族が違うこ

とを理由に虐殺された家族をもつ女性の話です。これも、事実を基にした本で一人の牧師さんの善意
で彼女は助かるのですが、好意が悪意に変わり、ついには殺意に変わってしまう集団の力の恐さを感
じました。
取り上げた本は、私たちの生活とはほど遠い話ですが、ノンフィクションだけに重く伝わってくる

ものがありました。日本は、この事実から比べると平和で幸せそうです。しかし、内田さんがこのこ
とを取り上げたということは、日本の子どもたちも、日々心ない言葉や行動で傷つけられていること
を感じているのではないでしょうか。日ごろから私たちが、もう少しお互いに思いやりをもつことが
大切だと思います。

おはなしぱれっと 徳元 月美

【講演会の様子】

２）１９７０年代後半、中
東シスヨルダンの小さ
な村。その村では男性
と話しをしただけでも
「名誉の殺人」が行わ
れるという。１７歳で恋
をし、妊娠したために
家族によって火あぶり
にされたというスアド

さん。今なお虐待と死の危険にさらされ
ている女性たちの、衝撃の記録。
著者：スアド 発行：ソニー・マガジンズ

１）６月１２日．１３日、
藍住町人権教育講演会、
藍住中学校、藍住東中
学校で講演会を開催し
た。福岡県在住、内田
産婦人科助産師、福岡
県社会教育委員・福岡
県家庭教育アドバイザ
ー「性」「生」「食」のつ

ながりの大切さについて、全国各地で年
間百数十回の講演活動を行っている。

３）１９９４年、ルワンダ
で起こった大量虐殺で
１００日間で１００万人のツ
チ族が惨殺された。隣
人や友人だったフツ族
が襲いかかり、彼女の
家族も惨殺されてしま
う。牧師の家のトイレ
に７人の女性と身を隠
し、奇跡的に生き延び

た女性の衝撃の手記。
著者：イマキュレー・イリバギザ・スティ
ーヴ・アーウィン発行：PHP研究所

人 権 標 語 藍住西小学校児童作品

友達は 笑顔あふれる 宝物 ６年 田中 芹奈
その笑顔 誰かを助ける お薬だ ６年 仲本麻由奈
知らないよ 見て見ぬふりは いじめだよ ６年 岩佐 仁太
目の前の いじめをなくそう その一言で ６年 南條 晴夏

広報あいずみ■ №７８５１４
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〜
秋
の
高
雄
・
清
滝
か
ら
渡
月
橋
〜

募募

集集

スス
トト
レレ
ッッ
チチ
体体
操操
＆＆

ニニ
ュュ
ーー
スス
ポポ
ーー
ツツ
講講
習習
会会

�
の
び
の
び
〜
と
ス
ト
レ
ッ
チ
で
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
♪
�

日

時

１０
月
２６
日
（
月
）

午
後
７
時
３０
分
〜
９
時

場

所

体
育
セ
ン
タ
ー

内

容

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク

ソ
フ
ト
バ
レ
ー

参
加
費

無
料

（
申
込
み
も
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）

小
さ
い
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
ど

な
た
で
も
気
軽
に
楽
し
め
ま
す
。

主

催

町
体
育
指
導
委
員
会

町
教
育
委

員
会問

教
育
委
員
会（
�
６
３
７
・
３
１
２
８
）

藍藍
住住
みみ
んん
なな
でで
歩歩
ここ
うう
かか
いい（（
会会
））

「
お
弁
当
を
持
っ
て
第
九
の
里
へ
」

※
約
１０
ｋ
ｍ
の
コ
ー
ス
。
昼
食
を
ご
用
意
く

だ
さ
い
。

日

時

１０
月
１８
日
（
日
）

午
前
９
時
４５
分〜

午
後
１
時
３０
分

※
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
後
、
１０
時
出
発
。

集
合
場
所

緑
の
広
場
・
管
理
棟
前

参

加

費

３
０
０
円
（
保
険
料
）

☆
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
個
人
会
員
は
無
料

※
毎
月
第
３
日
曜
日
に
歩
い
て
い
ま
す
。
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
�
６
９
２
・
５
０
０
０
）

おお
でで
かか
けけ
ウウ
オオ
ーー
キキ
ンン
ググ

毎
年
好
評
の
お
で
か
け
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
。

お
申
し
込
み
は
お
早
め
に
！

日

時

１１
月
７
日
（
土
）

午
前
６
時
３０
分
出
発

集
合
場
所

プ
ー
ル
跡
駐
車
場

参

加

費

５
、
０
０
０
円

受
付
開
始

１０
月
１９
日
（
月
）

午
前
８
時
３０
分
か
ら

※
約
１０
ｋ
ｍ
の
コ
ー
ス
。
３
３
０
段
の
石
段

が
あ
り
ま
す
。

※
参
加
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お

早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
・
問
あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
�
６
９
２
・
５
０
０
０
）

第第
３３４４
回回

藍藍
住住
町町
ソソ
フフ
トト
テテ
ニニ
スス
大大
会会

日

時

１１
月
１
日
（
日
）

午
前
８
時
３０
分〜

午
後
４
時
３０
分

※
小
雨
決
行

【
雨
天
中
止
の
場
合
１１
月
８

日
（
日
）
に
順
延
】

場

所

町
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

申
込
締
切

１０
月
２２
日
（
木
）

申
・
問
教
育
委
員
会

（
�
６
３
７
・
３
１
２
８
）

第第
３３６６
回回

新新
人人
卓卓
球球
大大
会会

日

時

１１
月
１
日
（
日
）

午
前
８
時
３０
分
か
ら

集
合
場
所

体
育
セ
ン
タ
ー

チ
ー
ム
編
成

ダ
ブ
ル
ス
（
男
子
・
女
子
・

混
合
の
区
別
な
し
）
リ
ー
グ
戦

シ
ン
グ
ル
ス
男
女
別
個
人
戦
、
小
学
生
個

人
戦

参
加
資
格

小

学
生
以
上
の

町
内
在
住
ま

た
は
在
勤
者

参

加

料

１
人
５
０
０
円
（
出
場
種
目
シ

ン
グ
ル
ス
、
ダ
ブ
ル
ス
関
係
な
し
）

申
込
締
切

１０
月
２３
日
（
金
）

申
・
問
教
育
委
員
会

（
�
６
３
７
・
３
１
２
８
）

チチ
ャャ
リリ
テテ
ィィソソ

フフ
トト
ボボ
ーー
ルル
大大
会会

一
般
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

日

時

１０
月
２５
日
（
日
）

午
後
４
時
集
合

集
合
場
所

藍
住
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

参
加
資
格

町
内
在
住
、
在
勤
で
中
学
生
以

上
の
男
女
（
チ
ー
ム
で
も
個
人
で
も
申
し

込
み
可
能
）

問
教
育
委
員
会（

�
６
３
７
・
３
１
２
８
）

阿阿
波波
踊踊
りり
体体
操操
とと

ミミ
ニニ
ミミ
ニニ
ウウ
オオ
ーー
キキ
ンン
ググ

日

時

１０
月
２２
日
（
木
）

午
前
１０
時
〜
正
午

場

所

保
健
セ
ン
タ
ー

内

容

阿
波
踊
り
体
操
（
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
解
消
編
）ミ
ニ
ミ
ニ
ウ
オ
ー
キ
ン
グ（
緑

の
広
場
周
辺
）

＊
雨
天
時
は
、
阿
波
踊
り
体
操
の
み
と
な
り

ま
す
。

準
備
す
る
も
の

タ
オ
ル
、
水
分
補
給
で
き

る
も
の
、
運
動
で
き
る
服
装
、
靴
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間

１０
月
１５
日
〜
１０
月
２１
日
正
午

主

催

町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
「
藍

愛
グ
ル
ー
プ
」
運
動
部

申
・
問
保
健
セ
ン
タ
ー

（
�
６
９
２
・
８
６
５
８
）

情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報NNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWW
町の掲示板
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∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 平成２１年度 藍住町国際交流協会
ＩＩ’’ｓｓ（（藍藍住住町町国国際際交交流流協協会会））

外外国国人人対対象象日日本本語語教教室室受受講講者者募募集集日日本本語語指指導導ボボラランンテティィアア養養成成講講座座受受講講者者募募集集
●●● 外国の方への実践的な日本語の教え方を勉強しませんか ●●● Ｉ’ｓでは、１０月から日本語教室の新規受講者

を募集します。お知り合いの外国人の方にぜひ
ご紹介ください。
コース Ａコース（初級～中級）

Ｂコース（入門～初級）
日 時 木曜日１９：００～２０：３０
Ａ、Ｂ 隔週で開催
１０月の開講日 Ａ１０月８日、２２日

Ｂ１０月１５日、２９日
場 所 町福祉センター２Ｆ
回 数 Ａ、Ｂ 各１０回
資料代 Ａ、Ｂ 各１０回で￥５００
使用テキスト Ａ「みんなの日本語初級Ⅱ」「新
日本語の中級」Ｂ「みんなの日本語初級Ⅰ」
申し込み随時受付中

＜お問合せ・お申し込み＞

Ｉ’ｓ（藍住町国際交流協会）事務局
〒７７１－１２０３藍住町奥野字矢上前３２－１

町福祉センター
（�０８８・６９２・９９５１ �０８８・６９２・１６２６）
E‐Mail aizumi_kokusai@garnet.nmt.ne.jp

＊と き：１０月２４日 ～１２月２０日の間で計８回（合計２４時間）
①１０月２４日（土）午前９：３０～ 午後０：３０（以下時間は全て同じ）
②１１月１日（日）③１１月８日（日）④１１月１５日（日）⑤１１月２１日（土）
⑥１２月６日（日）⑦１２月１３日（日）⑧１２月２０日（日）
＊と こ ろ：①～⑥は、町福祉センター２Ｆ（�６９２・９９５１）
⑦⑧は、町勤労女性センター１Ｆ（�６９２・６２６６）
＊内 容：初級日本語の教え方
＊講 師：県国際交流協会日本語教室講師 青木洋子先生
＊受 講 料：無料
＊テキスト：スリーエーネットワーク「みんなの日本語Ⅰ」２，５００円をご購入
ください。協会を通じて購入する場合には、お申し込み時にその旨をお書き
添えください。
＊定 員：２０人
＊申 込：はがき、ＦＡＸ、メールのいずれかで
①名前②郵便番号③住所④電話（携帯もあれば）＆Ｆａｘ＆メールアドレス
⑤性別⑥年代⑦日本語教授法学習経験の有無および年数など⑧理解できる
外国語を明記の上、下記協会事務局までお送りください。
＊申込締切：１０月２０日（火）
※受講を修了した方は、町国際交流協会日本語教室にボランティアとして
参加することもできます。
主催 県・町国際交流協会 協力 県国際交流協会（ＴＯＰＩＡ）

●お申込、お問合せ●
町国際交流協会事務局 （担当）松田

〒７７１－１２０３ 藍住町奥野字矢上前３２－１ 町社会福祉協議会内
（�６９２・９９５１ �６９２・１６２６）E‐Mail aizumi_kokusai@garnet.nmt.ne.jp

相相

談談

あ
な
た
の
声
を
お
聴
き
し
ま
す

「「
秋秋
のの
行行
政政
相相
談談
週週
間間
」」

１０
月
１９
日
（
月
）
か
ら
２５
日
（
日
）
ま
で

は
、
秋
の
行
政
相
談
週
間
で
す
。

行
政
相
談
週
間
は
、
総
務
省
が
行
政
相
談

制
度
を
広
く
国
民
の
皆
さ
ん
に
普
及
し
利
用

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
全
国
一
斉
に
実
施

し
て
い
ま
す
。

こ
の
行
政
相
談
週
間
に
先
立
ち
、
町
で
は

行
政
相
談
委
員
が
県
行
政
評
価
事
務
所
の
支

援
の
も
と
、
次
の
と
お
り
行
政
相
談
所
を
開

設
し
ま
す
。

役
所
の
仕
事
に
つ
い
て
、
苦
情
が
あ
る
、

困
っ
て
い
る
、
こ
う
し
て
ほ
し
い
、
制
度
や

仕
組
み
が
分
か
ら
な
い
な
ど
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
。－

行
政
相
談
所－

日

時

１０
月
５
日
（
月
）

午
後
１
時
３０
分
か
ら
３
時
３０
分

場

所

町
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階

会
議
室

問
住
民
課
（
�
６
３
７
・
３
１
１
２
）

【【【【【【【【【【【【【【
１１１１１１１１１１１１１１００００００００００００００
月月月月月月月月月月月月月月
・・・・・・・・・・・・・・
１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１
月月月月月月月月月月月月月月
相相相相相相相相相相相相相相
談談談談談談談談談談談談談談
日日日日日日日日日日日日日日
のののののののののののののの
おおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知
らららららららららららららら
せせせせせせせせせせせせせせ
】】】】】】】】】】】】】】

心配ごと相談所カレンダー

１０月

１１月

※法律相談については完全予約制となっています。
※相談は無料・秘密厳守です。
●場所 町福祉センター１階相談室
●こども相談（月曜日～金曜日 午前中）
「富吉・東中富・奥野・徳命・西部・住吉・勝瑞」
●保健相談（毎週月曜日 午後）…「保健センター」
●介護相談（随時受付）…「地域包括支援センター」
●年金相談（随時受付）…「住民課」
●時間 人権、行政相談は午後１時３０分～３時３０分、その他
は午後１時～３時
●相談センター専用電話(�６９２・６２２２）

土
１７

２４

３１

金
１１６６
税税金金相相談談

２２３３

３０

木
１５

２２２２
法法律律相相談談

２９

水
１４

２１

２８

火
１１３３

２２００
一一般般相相談談

２７

月
１１２２

１１９９
人人権権相相談談

２６

日
１１

１８

２５

土
７７

１１４４

２２１１

２８

金
６６

１１３３

２２００
税税金金相相談談

２７

木
５

１１２２
法法律律相相談談

１１９９

２２６６
法法律律相相談談

水
４

１１

１１８８

２５

火
３

１１００

１１７７
一一般般相相談談

２２４４

月
２２

行行政政相相談談

９９
人人権権相相談談

１６

２２３３

３０

日
１１

８

１１５５

２２

２９

広報あいずみ■ №７８５１６



催催
しし
物物
・・
そそ
のの
他他

第第
３３
回回
ああ
いい
ずず
みみ
フフ
ァァ
ミミ
リリ
ーー

スス
ポポ
ーー
ツツ
フフ
ェェ
スス
テテ
ィィ
ババ
ルル

幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
誰
で
も
参
加
で
き

ま
す
！

家
族
み
ん
な
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

日

時

１０
月
２５
日
（
日
）

午
前
９
時
〜
開
会
式

場

所

藍
住
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

（
雨
天
時
は
町
民
体
育
館
）

参
加
方
法

１
、
受
付
で
ラ
リ
ー
カ
ー
ド
を
も
ら
う
。（
１

人
１
枚
）
午
前
８
時
３０
分
か
ら

２
、
競
技
に
参
加
し
て
ス
タ
ン
プ
を
押
し
て

も
ら
う
。

◎
開
会
式
参
加
で
１
ス
タ
ン
プ
！

３
、
午
前
１１
時
３０
分
か
ら
受
付
で
ラ
リ
ー
カ

ー
ド
を
抽
選
カ
ー
ド
に
交
換

※
種
目
の
ス
タ
ン
プ
が
５
コ
以
上
で
抽
選
カ

ー
ド
に
交
換
で
き
ま
す
。

※
ラ
リ
ー
カ
ー
ド
で
好
き
な
食
べ
物
が
１
つ

食
べ
ら
れ
ま
す
！（
う
ど
ん
・
お
で
ん
な
ど
）

○
開
会
式
の
後
に
『
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
』

優
勝
者
・
準
優
勝
者
に
は
、
「
プ
レ
イ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
ポ
ー
タ
ブ
ル
」
・
「
ポ
ー
タ
ブ

ル
Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ
イ
ヤ
ー
」
が
あ
た
る
！

○
閉
会
式
の
前
に
『
抽
選
大
会
』

家
族
大
勢
の
参
加
で
確
率
ア
ッ
プ
�

「
Ｗ
ｉ
ｉ
」「
ｉ
Ｐ
ｏ
ｄ
」
も
あ
た
る
！

＝

種
目＝

町
民
体
育
館

・
健
康
年
齢
測
定
・
囲
碁
ボ
ー
ル
・
カ
ロ
ー

リ
ン
グ
・
シ
ャ
ッ
フ
ル
ボ
ー
ド
・
デ
ィ
ス

コ
ン
・
握
力
背
筋
測
定

・
ビ
ー
ン
ボ
ウ
リ
ン
グ
・
幼
児
コ
ー
ナ
ー
・

輪
投
げ

体
育
セ
ン
タ
ー

・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
（
事
前
に
申
込
み
が
必
要

で
す
。）

藍
住
中
学
校
体
育
館

・
ダ
ン
ス
（
リ
ズ
ム
体
操
、
健
康
体
操
、
キ

ッ
ズ
エ
ア
ロ
な
ど
）

藍
住
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
・
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
・
ス
ト

ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
・
タ
ー
ゲ
ッ
ト
マ
ッ
ト
・

ペ
タ
ン
ク

問
教
育
委
員
会（

�
６
３
７
・
３
１
２
８
）

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
�
６
９
２
・
５
０
０
０
）

脳脳
卒卒
中中
市市
民民
公公
開開
講講
座座

脳
卒
中
の
急
性
期
か
ら
在
宅
ま
で
の
医
療

の
現
状
と
医
療
連
携
体
制
に
つ
い
て
、
医
師

患
者
が
話
す
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
す
。

日

時

１１
月
１
日
（
日
）

午
後
１
時
３０
分〜

３
時
３０
分
ま
で

場

所

県
立
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

申
込
期
限

１０
月
２０
日
（
火
）

申
・
問
県
東
部
保
健
福
祉
局
（
徳
島
保
健

所
）（
�
６
５
２
・
５
１
５
２
）

秋秋
のの
ババ
ララ
まま
つつ
りり

と

き

１０
月
２４
日
（
土
）

〜
１１
月
１
日
（
日
）

バ
ラ
園
で
は
、約
２
７
０
種
類
、１
０
０
０

株
の
バ
ラ
が
咲
き
誇
り
、
豊
潤
な
バ
ラ
の
芳

香
が
園
内
に
た
だ
よ
っ
て
い
ま
す
。
色
と
り

ど
り
の
バ
ラ
を
ぜ
ひ
、
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

な
お
、
休
日
は
駐
車
場
が
大
変
混
雑
し
ま

す
の
で
、
緑
の
広
場
前
駐
車
場
・
町
民
プ
ー

ル
跡
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
建
設
産
業
課（

�
６
３
７
・
３
１
２
０
）

健健
康康
づづ
くく
りり
講講
習習
会会

保
健
栄
養
推
進
員
が
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
①
東
部
地
区
】

日

時

１０
月
２８
日
（
水
）

午
前
１１
時
３０
分
〜
午
後
１
時

場

所

東
部
老
人
憩
の
家

対

象

東
部
地
区
に
お
住
ま
い
の
方

内

容

・
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

・
健
康
料
理
の
試
食

定

員

２０
人
（
申
込
順
）

担

当

東
部
支
部
保
健
栄
養
推
進
員

【
②
東
中
富
地
区
】

日

時

１０
月
３０
日
（
金
）

午
前
１１
時
３０
分
〜
午
後
１
時

場

所

東
中
富
老
人
憩
の
家

対

象

東
中
富
地
区
に
お
住
ま
い
の
方

内

容

・
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

・
健
康
料
理
の
試
食

定

員

２５
人
（
申
込
順
）

担

当

東
中
富
支
部
保
健
栄
養
推
進
員

【
③
中
部
地
区
】

日

時

１０
月
３０
日
（
金
）

午
前
１１
時
３０
分
〜
午
後
１
時

場

所

住
吉
老
人
憩
の
家

対

象

中
部
地
区
に
お
住
ま
い
の
方

内

容

・
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

・
健
康
料
理
の
試
食

定

員

２０
人
（
申
込
順
）

担

当

中
部
支
部
保
健
栄
養
推
進
員

申
込
期
間

①
②
③

１０
月
１９
日〜

１０
月
２３
日

【
西
部
地
区
】

日

時

１１
月
７
日
（
土
）

受
付

午
前
９
時
か
ら

場

所

西
部
児
童
館
グ
ラ
ウ
ン
ド

（
西
部
地
区
大
運
動
会
）

対

象

西
部
地
区
に
お
住
ま
い
の
方

内

容

減
塩
み
そ
汁
の
試
食

担

当

西
部
支
部
保
健
栄
養
推
進
員

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
当
日
直
接
会
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

申
・
問
保
健
セ
ン
タ
ー

（
�
６
９
２
・
８
６
５
８
）

１７ №７８５■ 広報あいずみ
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い
の
ち
の
電
話

３０
周
年
記
念

徳徳
島島
県県
読読
書書
振振
興興
大大
会会

日

時

１０
月
１７
日
（
土
）

午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

場

所

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
役
場
４
階
）

内

容

基
調
講
演「
読
書
保
険
」の
す
す
め

講
師

徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ

会
長

山
下
博
之

氏

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

本
町
お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
読
書
会

の
事
例
報
告
等

参

加

申
込
不
要

参
加
費

無
料

主

催

県
読
書
振
興
協
議
会
・
読
書
振
興

大
会
藍
住
実
行
委
員
会

問
大
会
事
務
局
（
町
教
育
委
員
会
）

（
�
６
３
７
・
３
１
２
８
）

第第
２２４４
回回

藍藍
美美
展展

日
本
画
・
洋
画
・
彫
塑
・
美
術
工
芸
・
書

道
・
写
真
・
デ
ザ
イ
ン
等
の
作
品
お
よ
そ

１
０
０
点
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
鑑

賞
く
だ
さ
い
。

日

時

１０
月
３１
日
（
土
）

〜
１１
月
３
日
（
火
）

午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

場

所

町
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

入
場
無
料

☆
ご
来
場
者
に
抽
選
で
会
員
の
作
品
プ
レ
ゼ

ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
多
数
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

問
町
美
術
協
会
事
務
局

三
好
初
子

（
�
６
４
１
・
１
１
８
１
）

平平
成成
２２２２
年年
度度

県県
民民
手手
帳帳
予予
約約
受受
付付
中中

定

価

１
冊

５
０
０
円

申
込
期
限

１０
月
２０
日
（
火
）

申
・
問
企
画
政
策
課

（
�
６
３
７
・
３
１
２
４
）

ああ
りり
がが
とと
うう
講講
演演
会会

日

時

１０
月
３０
日
（
金
）

午
後
７
時
〜
９
時

場

所

あ
わ
ぎ
ん
ホ
ー
ル

（
県
郷
土
文
化
会
館
）

演

題

「
愛
は
い
の
ち
」
〜
い
の
ち
分
け

あ
い
し
、
愛
し
の
ふ
る
さ
と
〜

講

師

徳
島
い
の
ち
の
電
話
創
設
者

理
事
長

近
藤
治
郎

氏

入
場
料

無
料

問
社
会
福
祉
法
人

県
自
殺
予
防
協
会

（
�
６
５
２
・
６
１
７
１
）

図
書
館
の
行
事

★
お
は
な
し
会

・
毎
週
日
曜
日

午
後
２
時
か
ら

★
あ
か
ち
ゃ
ん
絵
本
の
読
み
き
か
せ
会

１０
月
１４
日
・
１０
月
２８
日

午
前
１０
時
３０
分
〜
１１
時

★
井
隈
読
書
会

・
毎
月
第
１
木
曜
日

１１
月
５
日

午
前
１０
時
か
ら

＜

１１
月
の
課
題
図
書＞

「
凍
」

沢
木

耕
太
郎

★
あ
わ
「
藍
染
め
」
二
人
展

・
１０
月
１０
日
（
土
）
〜
１０
月
２５
日
（
日
）

原
田

史
郎
氏
、
矢
野

藍
秀
氏

★
講
演
会
「
子
ど
も
の
イ
メ
ー
ジ
育
成
」

（
動
く
力
・
読
む
力
）

・
１１
月
８
日
（
日
）

徳
島
大
学

荒
木
秀
夫
教
授

◎
休
館
日

・
毎
週
月
曜
日

・
図
書
整
理
日
（
毎
月
第
３
木
曜
日
）

・
・
・
・
・
・
・
・
・
１０
月
１５
日

・
振
替
休
日
・
・
・
・
１０
月
１３
日
（
火
）

問
図
書
館
（
�
６
９
２
・
０
０
７
０
）

１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館イイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンントトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト
●藍の館菊花展

手間・隙・掛けて作られた色彩豊かな作品。作者の

個性が表現された大輪の菊花展をぜひご鑑賞ください。

と き １０月２１日（水）～１１月２０日（金）

ところ 藍屋敷 前庭

●盆栽・山野草木工房インテリア展

花台、盆栽、木工小物展などのほかに、即売会もあ

ります。

と き １０月１５日（木）～１１月３０日（月）

ところ 西寝床広間

●東小学校 子ども作品展

児童たちが伝統文化に興味をもち作成した絵画・工

芸・美術作品等を展示します。

ぜひご覧ください。

と き １１月２日（月）～１１月３０日（月）

ところ 藍の館 展示場

問 藍の館（�６９２・６３１７）

広報あいずみ■ №７８５１８








































いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内
あいずみ俳壇 地域の皆さんが健康で活力ある生活を送れるよう、健康チェ

ックや健康体操、お話、レクリエーション等の内容で各地域
老人憩の家で開催しますので、お気軽にご参加ください。谷野たすく選

秋
灯
す

故
郷
へ
の
ふ
み
は

大
文
字
に

佐
藤

一
子

秋
立
つ
や

つ
い
リ
ハ
ビ
リ
の

歩
を
伸
ば
す

秋
月

秀
月

藍
倉
の

今
に
残
り
て

葛
の
花

楠
野

智
子

復
活
の

か
ら
く
り
襖

秋
深
し

奥
村

文
子

新
涼
の

京
に
占
う

水
み
く
じ

石
川

恭
子

旅
終
え
て

急
ぐ
家
路
や

虫
時
雨

山
本

義
子

分
け
入
れ
て

擦
傷
貰
う

花
芒

佐
藤

幸
子

住
み
古
り
し

庭
慈
し
む

桔
梗
か
な

宮
本
よ
し
子

加
章

草
の
実
の

こ
ぼ
る
る
小
路

戻
り
け
り

た

す

く

住所、年齢に関係なく、ご都合のよい会場にお越しください。
内容：健康チェック・（お話・体操・レクリエーション等）

を行っております。
問 社会福祉協議会（�６９２・９９５１）地域包括支援センター（�６３７・３１７５）

おおくくややみみ申申しし上上げげまますす
（氏名） （年齢） （住 所）

齊藤 �氏 ８４歳 矢上字北分
田村 通 １０３歳 住吉字乾
横手 秦雄 ８３歳 徳命字小塚東
畠中 浩次 ４８歳 乙瀬字乾
�田 正一 ９８歳 勝瑞字幸島
武田 �一 ８２歳 勝瑞字成長
木内ウタコ ８８歳 富吉字岸ノ下
井上祐次郎 ７９歳 徳命字名田
清原 憲昭 ９２歳 矢上字原
秋永シズノ ９４歳 住吉字江端
小泉 文子 ８３歳 勝瑞字新田

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

ここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちはははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
（子の氏名） （ふりがな）（性別） （父） （母） （住 所）

吉田 壮汰 （そうた） 男 康 伸 ・ 万有美 徳命字前須西

中谷 �斗 （れんと） 男 幸 司 ・ あゆみ 富吉字大向

米本 昊生 （こうき） 男 篤 司 ・ 幸 子 住吉字神蔵

古川 千智 （ちさと） 女 寛 之 ・ 真紀子 住吉字江端

松本琉輝哉 （るきや） 男 隆 志 ・ 彩 住吉字乾

杉浦 大悟 （だいご） 男 憲 吾 ・ 八 重 住吉字神蔵

大西 皇輝 （こうき） 男 悟 史 ・ 真 実 乙瀬字川口

石川 凛 （り ん） 女 大 祐 ・ 百 恵 奥野字原

菅野 蓮斗 （れんと） 男 晴 基 ・ あゆみ 東中富字直道傍示

吉岡 晴 （は る） 男 亮 ・ 育 子 徳命字前須西

林 昊良 （そ ら） 男 祐 征 ・ 友 奥野字猪熊

阿部 蓮 （れ ん） 男 正 幸 ・ 和 美 勝瑞字成長

林 翔生 （か い） 男 敏 宏 ・ 洋 子 徳命字元村東

形山 奈美 （な み） 女 真 也 ・ 貴 子 富吉字富吉

粟田 蕾星 （らいせい） 男 貴 之 ・ 香 織 徳命字小塚東

青山 未来 （みらい） 女 浩 司 ・ さゆり 奥野字矢上前

後藤田和孝 （かずたか） 男 孝 秀 ・ 妙 子 奥野字原

吉田 伊吹 （いぶき） 男 健 司 ・ 貴美子 徳命字前須西

篠原 菜月 （なつき） 女 達 也 ・ 静 香 東中富字権現傍示

山口 苺花 （も か） 女 真 二 ・ 愛 東中富字朏傍示

田村 璃子 （り こ） 女 弘 樹 ・ 涼 子 住吉字乾

平尾 蒼大 （そうた） 男 篤 史 ・ 恵理子 矢上字春日

藤田 凜音 （りのん） 女 慶 輔 ・ 愛 美 乙瀬字青木

三橋 志織 （しおり） 女 和 幸 ・ 江 美 笠木字中野

板東 幸奈 （ゆきな） 女 幸 生 ・ 澄 恵 東中富字権現傍示

�橋 祐 （ゆ う） 男 英 明 ・ ルツ子 徳命字小塚東

山本 結心 （ゆ い） 女 学 ・ 友 美 富吉字豊吉

安山 結葵 （ゆうき） 女 昌 利 ・ 優美子 矢上字北分

地地域域のの子子どどももはは、、
地地域域でで守守りり育育ててままししょょうう

子どもは、私たちの宝です
藍住町青少年健全育成会議
藍住町民生委員児童委員協議会
藍 住 町 Ｐ Ｔ Ａ 連 合 会
板野西部青少年補導センター

内 容

健康チェック
健康体操

健康チェック
健康体操

健康チェック
健康体操

健康チェック
健康体操

健康チェック
健康の話

健康チェック
健康体操

健康チェック
健康体操

場 所

東中富老人憩の家

住吉老人憩の家

乙瀬老人憩の家

奥野老人憩の家

東部老人憩の家

富吉老人憩の家

西部老人憩の家

時 間

午後１時３０分～３時

午前９時３０分～１１時

午前９時３０分～１１時

午後１時３０分～３時

午後１時３０分～３時

午後１時３０分～３時

午後１時３０分～３時

曜日

金

月

月

月

月

水

火

開催日

１０月１６日

１０月１９日

１０月２６日

１０月２６日

１１月２日

１１月４日

１１月１０日

★

★

99月月
★

★

★

１９ №７８５■ 広報あいずみ



西条北島線

徳島環状線

●はなまるうどん

●洋服の青山

●陸運局

●

エネオス
ＧＳマルナカ成長店●

サティア●

四国三郎橋▼

たなもと
耳鼻咽喉科

Ｎ
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残残
そそ
うう
町町
のの
伝伝
承承

町
に
は
、
多
く
の
伝
承
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
回
は
、
「
か
っ
ぱ
の
川
太
郎
」
を
紹

介
し
ま
す
。

勝
瑞
の
吉
兵
衛
の
先
祖
が
川
ぶ
ち
に
馬
を

つ
な
い
で
お
い
た
と
こ
ろ
、
川
の
中
か
ら
川

太
郎
が
出
て
き
て
つ
な
い
で
あ
る
馬
の
綱
を

自
分
の
体
に
ま
き
つ
け
て
川
の
中
へ
引
っ
ぱ

り
込
も
う
と
し
た
。
驚
い
て
馬
が
お
ど
り
上

が
る
と
、
は
ず
み
を
く
ら
っ
た
川
太
郎
は
、

そ
の
場
に
ひ
っ
く
り
返
っ
て
こ
ろ
ん
だ
。
そ

の
と
た
ん
に
頭
の
上
に
あ
る
皿
の
水
が
こ
ぼ

れ
出
て
し
ま
っ
た
。
皿
の
水
が
無
く
な
る
と
、

か
っ
ぱ
は
力
が
ぬ
け
て
し
ま
う
の
で
、
馬
は

川
太
郎
を
引
き
ず
っ
て
我
が
家
に
走
っ
て
帰

っ
た
。
主
人
は
こ
れ
を
見
て
け
げ
ん
な
思
い

で
わ
け
を
聞
く
と
、
川
太
郎
は
こ
の
こ
と
を

あ
り
の
ま
ま
に
話
し
て
平
あ
や
ま
り
に
あ
や

ま
っ
た
。
主
人
は
か
わ
い
そ
う
に
思
っ
て
、

今
後
を
さ
と
し
て
川
に
放
し
て
や
っ
た
。
川

太
郎
は
お
礼
に
、
竜
宮
海
か
ら
上
が
っ
た
恵

美
須
大
黒
の
判
を
持
っ
て
き
た
。
こ
の
恵
美

須
大
黒
の
判
は
吉
兵
衛
の
屋
敷
神
と
し
て
祭

ら
れ
て
い
た
。

（『
藍
住
町
史
』
か
ら
）

＊
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
「
昔
話
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
」
で
見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

教
育
委
員
会
で
は
、
地
域
の
伝
承
等
の
情

報
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
お
住
ま
い
の
地
域
に
伝
わ
っ
て

い
る
、
後
世
に
残
し
た
い
伝
承
等
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
教
育
委
員
会
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

問
教
育
委
員
会（
�
６
３
７
・
３
１
２
８
）

新新
型型
イイ
ンン
フフ
ルル
エエ
ンン
ザザ
対対
策策

☆
予
防
を
し
っ
か
り
と

１
、
手
洗
い
（
帰
宅
後
、
食
事
前
等
は
、
流

水
と
石
け
ん
で
１５
秒
以
上
か
け
、
て
い
ね

い
に
）

２
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
（
熱
・
咳
・
く
し
ゃ
み

の
出
る
時
は
マ
ス
ク
を
着
け
る
。
又
は
、

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
な
ど
で
口
と
鼻
を

お
お
い
、
ゴ
ミ
箱
は
フ
タ
つ
き
に
す
る
）

☆
症
状
（
急
な
発
熱
・
咳
・
の
ど
の
痛
み
等
）

が
あ
る
時

１
、
近
く
の
医
療
機
関
に
電
話
で
相
談

２
、
受
診
の
際
は
、
マ
ス
ク
を
着
用

３
、
解
熱
後
も
２
日
間
は
外
出
を
控
え
る

☆
自
宅
療
養
の
ポ
イ
ン
ト

１
、
本
人
：
水
分
補
給
と
安
静
に
。
処
方
さ

れ
た
薬
は
最
後
ま
で
飲
む
。
家
族
と
接
す

る
時
は
マ
ス
ク
着
用
。
こ
ま
め
に
手
洗
い
。

２
、
家
族
：
患
者
と
接
す
る
時
は
マ
ス
ク
着

用
。
タ
オ
ル
は
同
じ
物
を
使
わ
な
い
。
こ

ま
め
に
手
洗
い
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
相
談
窓
口

徳
島
保
健
所
（
�
６
０
２
・
８
９
０
７
）

（
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
）

県
健
康
増
進
課（
�
６
２
１
・
２
２
２
８
）

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
６
時
１５
分
）

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
安
心
ダ
イ
ヤ
ル

（
０
１
２
０
・
９
６
０
・
０
０
５
）

※
土
・
日
・
祝
日
は
除
く

たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
がががががががががががががががががががががががが
やややややややややややややややややややややややや
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農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農
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をををををををををををををををををををををををを
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りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
もももももももももももももももももももももももも
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１０
月
２５
日（
日
）は「
一
斉
耕
起
の
日
」

町
農
業
委
員
会
で
は
、
耕
作
放
棄
地
を
解

消
し
、
か
け
が
え
の
な
い
農
地
を
守
り
活
か

す
運
動
を
推
進
す
る
た
め
、
１０
月
２５
日

（
日
）
を
「
一
斉
耕
起
の
日
」
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
農
家
の
皆
さ
ん
も
、
農
地

保
全
の
大
切
さ
を
再
認
識
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

農
地
で
耕
起
作
業
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

じ び いん こう か

たなもと耳鼻咽喉科
クリニック

診療科目：耳鼻咽喉科・アレルギー科・気管食道科・小児科

TEL０８８‐６８３‐３９８７（サンキューハナ）
マルナカ成長店 南２００m エネオスはいる

院長 棚本 洋文
（社）日本耳鼻咽喉科学会 認定 耳鼻咽喉科専門医
（社）日本アレルギー学会 認定 アレルギー専門医

１１月４日水曜日 文化の日翌日のため
午前・午後診察しております。

増田クリニック
TEL：０８８‐６９３‐３０２０
藍住町役場東５００m

禁煙指導・特定健診・インフルエンザ予防接種承ります
●診療科目：内科・循環器科・心臓血管外科・

ペインクリニック内科

※このページの広告収益は防災事業に役立てられています。

土

○

金

○
○

木

○
○

水火

○
○

月

○
○

診察時間

８：４５～１２：００

１４：３０～１８：３０

土

○
５：３０
まで

金

○

○

木

○

／

水

○

○

火

○

○

月

○

○

診療時間

午前９：００～１２：３０

午後２：３０～６：３０

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

広報あいずみ■ №７８５２０


